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第４回佐渡リレーマラソン
　９月27日㈰、佐渡市陸上競技場（真野地区）で、「第４回佐渡リレーマラソン」
が開催され、ハーフマラソンの部（21.0975㎞）とフルマラソンの部（42.195
㎞）に、小学生から大人まで計58チーム約500人が参加しました。
　選手たちは400ｍトラック１周毎にタスキをつないで、記録や完走を目指し
て走りました。（大会結果は10ページに掲載しています。）
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平成２７年度  上半期の財政執行状況
◆一般会計
　平成27年度の一般会計予算は、454億円でスタートしましたが、8月補正を含む4回の補正や平成26年度繰越事業費を
加えた9月末の予算現額は、487億2,480万円（前年度同期比：10.4%減）となっています。
　歳入の収入済額は237億1,917万円（前年度同期比：3.1%減）で、収入率は48.7%（前年度同期：45.0%）となっています。
　このうち市の主要な財源である市税収入済額は27億9,953万円（前年度同期比：2.4％減）で収入率は54.0%（前年度
同期：53.2%）となっています。歳出の支出済額は174億8,216万円（前年度同期比：4.6%減）で執行率は35.9%（前年度同
期：33.7%）となっています。歳入、歳出（目的別）の執行状況内訳は表のとおりです。

一般会計　歳入の状況	 予算現額 … 487億 2,480万円　　収入済額 … 237億 1,917万円

一般会計　歳出の状況	 予算現額 … 487億 2,480万円　　支出済額 … 174億 8,216万円

◆市税の内訳
市民税
8億1,582万円
29.2％

固定資産税
15億5,007万円
55.4％

軽自動車税
2億753万円
7.4％

市たばこ税  2億551万円
7.3％

入湯税 2,060万円 0.7％

収入済額
27億9,953万円

※1 その他の歳入
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、
国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、財産収入、寄附金、諸収入

0 80億円 160億円 240億円

その他の歳入
（※1）

市債

繰越金

繰入金

県支出金

国庫支出金

使用料及び手数料

分担金及び負担金

地方交付税

地方消費税交付金

地方譲与税

市税

予算現額

収入済額

51億8,530万円
27億9,953万円

202億4,379万円

156億4,338万円

4億5,500万円
1億4,472万円
10億円
6億6,550万円

3億6,427万円
1億1,290万円
7億5,990万円
3億3,389万円

36億1,619万円
12億1,552万円

0円
12億2,630万円
18億3,518万円

77億2,560万円

13億9,707万円
3億7,248万円

6,530万円

39億1,179万円

28億3,959万円
5億3,077万円

※2 その他の歳出 労働費、諸支出金、予備費

0 80億円 160億円 240億円
2億2,175万円
1億1,371万円

63億3,705万円

106億2,345万円
45億4,132万円
48億9,205万円

44億6,921万円
10億7,228万円
18億9,270万円

10億7,141万円
45億6,406万円

26億1,314万円
10億9,204万円

15億8,073万円
4億6,931万円
1億7,697万円

48億5,511万円

76億5,261万円
38億5,127万円

1億3,436万円
464万円

5億4,500万円

13億2,699万円

21億580万円

その他の歳出
（※2）

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費
予算現額

支出済額

　市では毎年2回、財政事情を公表しています。これは、地方自治法および市条例に基づき、市の収支状況などを皆
さんに知っていただくためのもので、今回は平成27年4月1日から9月30日までの予算執行状況をお知らせします。
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特別会計

公営企業会計

◆市民一人あたりの負担状況
　（上段：予算現額　下段：収入済額）
市民税 固定資産税 軽自動車税 市たばこ税 入湯税
35,271円 41,910円 3,766円 6,616円 674円
13,883円 26,377円 3,532円 3,497円 351円
   （平成27年9月30日現在の人口58,765人で計算しています。）

◆基金・市債の状況
　（上段：総額　下段：市民一人あたり）
基金（市の貯金） 市債（市の借金）
22,100,442,298円 58,094,150,672円

376,082円 988,584円

●若者定住支援事
　若者等のU・I ターンを促進するため、首都圏での相談会や佐渡に関心がある青年
層との交流会を開催し、田舎暮らしを体験するモニターツアーや移住体験住宅の貸
出を紹介し、来島を促します。
　また、移住者の住環境の整備経費の一部助成や、移住コンシェルジュによる定住
相談等のサポートを行い、定住につなげます。

●子どもの医療費助成事業
　経済的負担の軽減と疾病の早期発見・治療を促進することで、子どもを産み育て
やすい環境整備に寄与するため、入院に係る自己負担金を全額助成します。

●ターゲット別戦略事業
　顧客ニーズにあった誘客を図るため、都市と農山漁村の交流や教育旅行・グリー
ンツーリズム、自然体験旅行による誘客を促進させるとともに、伝統芸能と体験を
組み合わせた新たな宿泊企画への取り組みを行います。また、国内外からのクルー
ズ船の誘致活動や、対岸市等と連携した広域的な誘致を促進します。

特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理する会計で、国民健康保険特別会計など 11会計が
あります。

公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事業で、病院事業会計、水道事業会計があります。

会　計　名 収　　　入 支　　　出
予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率

病院事業 収益的 231,013 110,514 47.8% 243,787 100,123 41.1%
資本的 3,667 1,833 50.0% 8,257 5,166 62.6%

水道事業 収益的 166,649 76,337 45.8% 169,020 72,767 43.1%
資本的 81,549 1,271 1.6% 148,107 47,665 32.2%

予算現額
収入済額
支出済額

20億円0 40億円 60億円 80億円 100億円

その他（財産区）

すこやか両津

歌代の里

下水道

簡易水道

介護保険

後期高齢者医療

国民健康保険
81億6,800万円

37億2,675万円
32億8,433万円

7億2,230万円
3億3,192万円
2億2,853万円

86億250万円
42億4,587万円

34億2,601万円
14億2,200万円

1億9,185万円
3億9,473万円

36億9,572万円
3億9,060万円

4億7,690万円
2億333万円
2億369万円

5億9,990万円
2億4,953万円
2億6,200万円

4,168万円
252万円
277万円

12億6,861万円

こんな事業を
行っています

（単位：万円）
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「
佐
渡
市
老
朽
危
険
廃
屋
対
策
支
援
事
業
」
の
追
加
募
集
の
お
知
ら
せ

空
き
家
の
所
有
者
へ
の
お
願
い

　

個
人
で
所
有
す
る
家
屋
等
は
、
所
有
者

の
財
産
で
あ
り
、
適
切
に
管
理
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　

適
切
な
管
理
が
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
し

老
朽
化
し
た
建
物
は
、
瓦
や
外
壁
の
落
下

な
ど
に
よ
り
、
近
隣
住
民
や
通
行
人
に
け

が
を
負
わ
せ
か
ね
ず
、
最
悪
の
場
合
、
所

有
者
の
損
害
賠
償
責
任
問
題
に
ま
で
発
展

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
、
経
済
状
況
の
変

化
等
を
背
景
に
、
市
内
に
お
い
て
も
、
適

切
に
維
持
管
理
が
さ
れ
ず
に
老
朽
化
が
進

む
空
き
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

老
朽
危
険
廃
屋
解
体
の
支
援
制
度

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
市
で
は
、

日
常
生
活
に
お
け
る
市
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
お
よ
び
良
好
な
景
観
を
形
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
木
造
危
険
廃
屋
の
解
体

に
対
す
る
支
援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

緊
急
的
か
つ
指
定
す
る
期
間
内
に
解
体

工
事
が
可
能
な
案
件
に
限
り
、
再
度
、
申

請
・
事
前
相
談
期
間
を
設
け
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、
所
有
し
て
い
る
廃
屋
等
の
状

況
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
や
、
現
地
確
認

を
行
い
ま
す
。

佐
渡
市
老
朽
危
険
廃
屋
対
策
支
援
事
業

対
象
建
物

　

個
人
ま
た
は
集
落
が
所
有
す
る
木
造
建

築
物
で
、
お
お
む
ね
25
年
以
上
経
過
し
、

屋
根
、
柱
そ
の
他
の
主
要
構
造
部
等
が
朽

ち
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与
え

て
い
る
建
築
物

対
象
者

・�
木
造
建
築
物
の
所
有
者
ま
た
は
所
有
者

か
ら
委
任
を
受
け
た
方
で
、
制
度
の
利

用
を
検
討
し
て
い
る
方

・�

市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

・�

平
成
27
年
12
月
10
日
ま
で
に
解
体
工
事

に
着
手
し
、
か
つ
、
平
成
28
年
１
月
29

日
ま
で
に
、
所
有
し
て
い
る
木
造
建
築

物
を
解
体
撤
去
で
き
る
こ
と
が
確
実
な

方
対
象
経
費

　

市
内
の
解
体
業
者
等
に
依
頼
し
行
う
解

体
撤
去
に
要
す
る
経
費

　

た
だ
し
、
地
下
埋
設
物
や
動
産
（
家
具
、

家
電
製
品
な
ど
）
の
処
分
費
等
は
除
き
ま

す補
助
率

　

対
象
経
費
の
50
％
（
上
限
は
50
万
円
）

以
内

申
請
・
相
談
期
間

　

11
月
10
日
㈫
～
11
月
30
日
㈪

申
請
・
相
談
窓
口

・
市
役
所
環
境
対
策
課

・
各
支
所
市
民
課

・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
（
市
民
生
活
係
）

注
意
事
項

・�

申
請
書
は
、
事
前
相
談
を
受
け
て
か
ら

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
相
談
を
い

た
だ
い
た
方
か
ら
優
先
的
に
現
地
確
認

等
を
行
い
、
対
象
と
な
る
建
物
か
判
断

し
ま
す
。

・�

交
付
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
速
や
か
に

解
体
工
事
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

建
物
を
除
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住

宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
が

適
用
さ
れ
ず
、
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
の
税
額
が
増
額
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・�

補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
解
体
工
事
を

行
っ
た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・�
受
付
件
数
が
多
い
場
合
、
審
査
に
よ
り

危
険
度
の
高
い
も
の
を
優
先
し
ま
す
。

老
朽
危
険
廃
屋
対
策
支
援
事
業
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ　

　

市
役
所
環
境
対
策
課
環
境
企
画
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

事
前
相
談
か
ら	

　
　
　
解
体
工
事
着
手
ま
で
の
流
れ

老
朽
危
険
廃
屋
所
有
者

廃
屋
等
の
状
況
確
認
、

現
地
確
認

申
請
書
提
出
・
受
付

審
査
（
受
付
終
了
後
）

通
知
（
12
月
５
日
頃
）

交
付
決
定
後
、
12
月
10
日
ま
で
に
解
体

工
事
着
手
、

平
成
28
年
１
月
29
日
ま
で
に
工
事
完
了

事
前
相
談

　
市
役
所
環
境
対
策
課

　
各
支
所
市
民
課

　
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　（
市
民
生
活
係
）

申請・相談
受付開始
11 月 10 日㈫

申請・相談
受付終了
11 月 30 日㈪

交付決定通知
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平成26年度における情報公開実施状況等について
　佐渡市情報公開条例第 19条および佐渡市個人情報保護条例第 36条の規定により、平成 26年度におけ
る情報公開実施状況および個人情報保護制度運用状況を公表します。

① 情報公開請求の状況

実施機関名 請求件数 請求取下げ 決定状況
全部公開 部分公開 非公開

市長部局 ３９ ２ ２２ １２ ３
教育委員会 １０ ０ ５ ３ ２
計 ４９ ２ ２７ １５ ５

※不服申立ては該当なし。

② 自己情報の開示請求の状況

実施機関名 請求件数 決定状況
全部開示 部分開示 不開示

市長部局 １４ １３ ０ １
消防 ２ ０ １ １
計 １６ １３ １ ２

※不服申立ては該当なし。

③ 個人情報業務の登録について
　佐渡市個人情報保護条例第７条の規定により、市が住民の個人情報を取得する事務を行うときは、佐
渡市個人情報保護制度審議会（以下「審議会」という。）に諮問し、その答申に基づき、個人情報業務
を登録することになっています。
　⑴ 平成 26年度の審議会の開催状況
　　　平成 26年 11月 21日　委員６名により審議
　⑵ 平成 26年度の個人情報業務の登録状況
　　　平成 26年度に審議会からの答申（承認）を受け、登録した個人情報業務は、次のとおりでした。
　　　　市政策に係るアンケート、調査等実施事務（総務課）　平成 26年 11月 21日新規登録
お問い合わせ　市役所総務課　法規係　☎６３－３１１１

12月
10〜16日は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

拉致被害者救出を願う 
署名活動にご協力をお願いします
　拉致問題を風化させることなく、北朝鮮当局による
人権侵害問題への認識を深めましょう。
　曽我さん母娘を救う会と佐渡市は、曽我ミヨシさん
をはじめとする拉致被害者全員の早期救出を願う署名
活動を行いますので、皆さまのご協力をお願いします。
日時　12月 12日㈯　午前８時 30分～午後４時
場所　佐渡汽船両津港ターミナル２階待合室回廊
※佐渡汽船が欠航の場合には、中止となります。

お問い合わせ　市役所総務課　拉致被害者対策係
　　　　　　　☎６３－３１１１

第九管区海上保安本部
総務課 広報・地域連携室
☎０２５－２８５－０１１８
ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/09kanku/

１月１８日は
１１８番の日
           です

海上保安庁
イメージキャラクター
うみまる・うーみん
新潟県佐渡バージョン

ⓒＪＣＧＦ
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心配ごと相談日（11/15～12/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを
気軽に相談できる窓口を開設しています。
お住まいの地区以外での相談もできます
ので、ぜひご利用ください。相談は無料で
予約は不要です。直接、相談日にお越しくだ
さい。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ
　社会福祉協議会本所　☎８１－１１５５
※�こちらの電話ではご相談は受付けていません。
相談を希望される方は、直接会場にお越しくだ
さい。

地区 相談日 時間 会場

両 津
11月23日㈪
12月  2日㈬
12月13日㈰

13:00～16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

12月  7日㈪ 18:00～20:00

相 川
11月16日㈪
11月22日㈰ 9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ12月  3日㈭
12月10日㈭

新 穂 12月  7日㈪ 9:00～12:00 新穂行政サービスセンター
畑 野 11月25日㈬ 9:00～12:00 畑野農村環境改善センター
真 野 12月  7日㈪ 9:00～12:00 真野老人福祉センター寿楽荘
羽 茂 12月  9日㈬ 13:30～16:30 羽茂農村環境改善センター
赤 泊 11月18日㈬ 13:30～16:30 赤泊福祉保健センターやすらぎ

　

乗
用
装
置
を
備
え
た
農
耕
ト
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
農
耕
作
業
用

自
動
車
や
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・
シ
ョ
ベ

ル
ロ
ー
ダ
な
ど
の
建
設
用
自
動
車
で
、
小

型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
も
の
は
、
軽

自
動
車
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
方
は
、
申
告
の
う
え
、

標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
有
し
て
い
た
方
の
転
出
や
死

亡
に
よ
り
、
新
た
に
所
有
者
と
な
っ
た
と

き
は
、
名
義
変
更
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
公
道
走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
下
表
の
要
件
を
満
た
す
も
の
は
軽
自

動
車
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
事
業
所
構
内
の
み
を
走
行
す

る
場
合
も
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

申
告
の
手
続

　

取
得
や
、
申
告
内
容
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
15
日
以
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

廃
車
、
譲
渡
し
た
場
合
は
30
日
以
内
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

　

ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
税
務
窓
口

小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
人
は

軽
自
動
車
税
の
申
告
が
必
要
で
す

◆小型特殊自動車（軽自動車税の対象）

区分 長さ
（ｍ）

幅
（ｍ）

高さ
（ｍ）

最高速度
（㎞ /h）

税率

現行 平成28年４月以降

農耕作業用自動車 ― ― ― 35未満 1,600 円 2,400 円

上記以外のもの 4.7 以下 1.7 以下 2.8 以下 15以下 4,700 円 5,900 円

◆申告に必要なもの
事由 必要なもの

販売店から購入したとき 印鑑、車名や車台番号などが記載された書類

廃車済みのものを譲り受けたとき 印鑑、廃車受付証

他市町村から転入したとき
印鑑、廃車受付証（未廃車の場合はナンバー
プレートと標識交付証明書）

市内の人に譲渡した（された）とき 新・旧所有者の印鑑、標識交付証明書

市外の人に譲渡するとき
他市町村へ転出するとき

印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書
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 佐渡税務署からのお知らせ  年末調整説明会
　源泉徴収義務者に対する平成 27年分の年末調整説明会を、アミューズメント佐渡を会場に、次の日程
で開催します。（該当する地区の日時に出席できない場合は、都合のよい日時に出席してください。）
対象者　法人および個人事業者の方で従業員を雇用している方

対象地区 開催日 時間 会場
佐和田

11 月 18 日㈬
午前 10時～正午

アミューズメント佐渡
（中原 234-1）

小木・羽茂・赤泊 午後   ２時～４時

両津・真野
11 月 19 日㈭

午前 10時～正午

相川・金井・新穂・畑野 午後   ２時～４時

　年末調整に関する所得税源泉徴収簿などの書類および法定調書の一部の用紙は、一定枚数を送付してい
ます。用紙が不足する場合は、説明会当日の会場受付または佐渡税務署、市役所税務課、各支所・行政サー
ビスセンターに用意しています。
　なお、一部の用紙については、国税庁のホームページ（https://www.nta.go.jp/）から各種用紙のダウンロー
ドやコピーにより使用することができますのでご利用ください。
お問い合わせ　佐渡税務署　法人課税部門　 ☎７４－３２７６
　　　　　　　（自動音声案内「２」をお選びください。税務署の担当部門におつなぎします。）

平成27年分 確定申告に向けた決算説明会のお知らせ
　税務署では、平成 27年分の確定申告に向けて、決算説明会を開催いたします。出席される際は、開催
内容等をご確認の上、お間違えのないようご出席ください。
開催内容

青色決算説明会
一般的な決算の仕方や確定申告に当たっての留意事項

白色決算説明会
日程表

区分 対象所得 開催日時 会場
青色決算説明会 事業・不動産 12月 15日㈫  午前 10時～正午

アミューズメント佐渡
２階　文化情報センター
（中原 234-1）

白色決算説明会 事業・不動産 12月 15日㈫  午後   ２時～４時

青色決算説明会 農業 12月 16日㈬  午前 10時～正午

白色決算説明会 農業 12月 16日㈬  午後   ２時～４時

お問い合わせ　佐渡税務署　☎７４－３２７６（自動音声案内「２」をお選びください。）

「税を考える週間」
　国税庁では、毎年11月11日から11月17日までを「税を考える週間」
として、さまざまな広報広聴施策を実施しています。
　国税庁ホームページでは、テーマである「税の役割と税務署の仕事」
を紹介する特集ページを開設し、「動画で見る税務署の仕事」「イラス
トやグラフで見る税の役割と税務署の仕事」「国税庁の取組」を紹介す
るとともに、各種情報を提供しています。その他にも、国税分野にお
けるマイナンバー制度に関する情報も掲載しています。詳しくは、国
税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp/）をご覧ください。
お問い合わせ　佐渡税務署　総務課　☎７４－３２７６
　　　　　　　（自動音声案内「２」をお選びください。）

期　間　11月 11日㈬～ 11月 17日㈫
テーマ　「税の役割と税務署の仕事」
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あ
な
た
は
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

　

残
念
な
が
ら
、
毎
日
ど
こ
か
で
犯
罪
の

被
害
に
あ
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

・
犯
罪
の
被
害
に
あ
う
と
ど
う
な
る
の
か

・�

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
か

・�

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
に
ど
う
接
し

た
ら
良
い
の
か

　

自
分
自
身
や
身
近
な
人
が
被
害
に
あ
う

ま
で
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
専
門
家
で
な
く
て
も
、
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
社
会
全
体
で
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
々
の
こ
と
を
考
え
、
被
害
者
支
援

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○�

い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
に
普
段
通
り
あ
い

さ
つ
を
す
る

○�

興
味
本
位
に
事
件
の
噂
話
を
し
な
い

○�

被
害
者
の
側
に
寄
り
添
っ
て
話
を
聞
く

　
『
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
を
気
遣
い
、

優
し
い
気
持
ち
で
接
す
る
』
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

警
察
で
は
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
に
対
し
て
、
病
院
等
へ
の

付
き
添
い
、
情
報
提
供
、
各
種
専
門
機
関

等
の
紹
介
や
困
り
ご
と
の
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
の
周
り
の
人
が
被
害
に

あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
誰
か
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

警
察
の
相
談
窓
口

　

警
察
は
各
種
の
相
談
窓
口
を
設
け
、
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
々
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
れ

た
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
や
ご
友

人
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
警
察
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
機
関
を
ご
紹

介
し
ま
す
の
で
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
に
も
、
警
察
の
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
１
１
０
番
」
通
報
は
、
事
件

や
事
故
な
ど
で
緊
急
の
場
合
に
の
み
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
警
察
本
部
「
け
い
さ
つ
相
談
室
」

　

☎
０
２
５
―
２
８
３
―
９
１
１
０

　
（ 

↑
携
帯
電
話
の
方
は
こ
ち
ら
へ
）

　

☎
♯
９
１
１
０
（
プ
ッ
シ
ュ
式
電
話
）

○
警
察
本
部
「
女
性
被
害
１
１
０
番
」

　

☎
０
２
５
―
２
８
１
―
７
８
９
０

○
佐
渡
西
警
察
署

　

☎
０
２
５
９
―
74
―
０
１
１
０

○
佐
渡
東
警
察
署

　

☎
０
２
５
９
―
27
―
０
１
１
０

　

犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
、
故
意
の
犯
罪

行
為
（
殺
人
や
傷
害
な
ど
）
に
よ
り
、
不

慮
の
死
亡
、
重
傷
病
ま
た
は
障
害
と
い
う

重
大
な
被
害
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

公
的
救
済
や
加
害
者
側
か
ら
の
損
害
賠
償

も
得
ら
れ
な
い
被
害
者
ま
た
は
遺
族
に
対

し
て
、
社
会
の
連
帯
共
助
の
精
神
に
基
づ

き
国
が
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
精
神
的
・
経
済
的

打
撃
の
緩
和
を
図
る
も
の
で
す
。

　

給
付
金
に
は
、
重
傷
病
給
付
金
、
障
害

給
付
金
、
遺
族
給
付
金
の
３
種
類
が
あ
り
、

犯
罪
被
害
に
よ
り
、
被
害
者
が
、

①�

身
体
に
重
大
な
負
傷
ま
た
は
疾
病
（
重

傷
病
）
を
受
け
た
場
合

②�

身
体
に
障
害
（
１
～
14
級
）
が
残
っ
た

場
合

③
死
亡
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
は
、
犯
罪
行
為

に
よ
る
死
亡
、
重
傷
病
ま
た
は
障
害
の
発

生
を
知
っ
た
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
と

き
、
ま
た
は
当
該
死
亡
、
重
傷
病
ま
た
は

障
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
７
年
を
経
過
し

た
と
き
は
、
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

申
請
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
理
由
の

や
ん
だ
日
か
ら
６
か
月
以
内
に
限
り
、
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
の
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
、

警
察
本
部
警
務
部
警
務
課

　
　
　
　

犯
罪
被
害
者
支
援
室

☎
０
２
５
―
２
８
５
―
０
１
１
０（
代
表
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

　

新
潟
地
方
法
務
局
お
よ
び
新
潟
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
16
日
㈪
か

ら
11
月
22
日
㈰
ま
で
を
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、
法

務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
、
女

性
の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

土
曜
日
・
日
曜
日
も
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

　

差
別
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）、
セ
ク
ハ
ラ
（
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）、
夫
婦
間
の
問
題
な

ど
、
広
く
女
性
の
人
権
に
関
す
る
こ
と

電
話
番
号
（
全
国
共
通
）

　

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

相
談
時
間

○
11
月
16
日
㈪
～
11
月
20
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

○
11
月
21
日
㈯
・
11
月
22
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

ご
存
じ
で
す
か
？
犯
罪
被
害
給
付
制
度

11
月
25
日
㈬
か
ら
12
月
１
日
㈫
は
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
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人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
10
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。

　

永
井　

学
さ
ん
（
真
浦
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
を
擁
護
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
身
の
回

り
で
起
き
た
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
等
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

退
職
人
権
擁
護
委
員
に
対
す
る 

法
務
大
臣
感
謝
状
の
贈
呈

　

平
成
27
年
10
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護

委
員
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
石
川
克
実
さ
ん

（
徳
和
）
に
、
同
日
付
け
で
法
務
大
臣
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
さ
ん
は
、
平
成
21
年
10
月
１
日
か

ら
地
域
の
人
権
擁
護
の
活
動
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
永
年
の
功
績
を
讃
え
る
も
の
で
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

盲
導
犬
普
及
キ
ャ
ラ
バ
ン
が 

　

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た

　

10
月
５
日
㈪
、
盲
導
犬
に
つ
い
て
理
解

と
協
力
を
呼
び
掛
け
る
「
盲
導
犬
普
及

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
、
甲
斐
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
て
い
る
日
本
盲

導
犬
協
会
ス
マ
イ
ル
ワ
ン
仙
台
の
職
員
の

方
か
ら
、
盲
導
犬
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

市
長
に
盲
導
犬
の
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
な

ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
行
し
た
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の
椎
さ
ん

か
ら
は
、「
盲
導
犬
と
外
出
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
毎
日
が
楽
し
い
。
し
か
し
、
い

ま
だ
に
入
店
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
や
、
歩

道
へ
の
違
法
駐
車
な
ど
で
困
っ
て
い
る
。

盲
導
犬
へ
の
理
解
が
進
む
よ
う
、
行
政
と

し
て
働
き
か
け
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
ほ
じ
ょ
犬
の

理
解
が
進
む
よ
う
、
普
及
啓
発
に
努
め
た

い
」
と
述
べ
た
ほ
か
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
し

て
、
Ｐ
Ｒ
犬
の
レ
ッ
ク
ス
号
と
の
歩
行
を

体
験
し
ま
し
た
。

「
ほ
じ
ょ
犬
（
身
体
障
害
者
補
助
犬
）」 

　
の
同
伴
に
つ
い
て
、ご
理
解
と

　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
ほ
じ
ょ
犬
（
身
体
障
害
者
補
助
犬
）」

は
、
目
や
耳
や
手
足
に
障
が
い
の
あ
る
方

の
生
活
を
お
手
伝
い
す
る
「
盲
導
犬
」「
聴

導
犬
」「
介
助
犬
」
の
こ
と
で
す
。

　

き
ち
ん
と
訓
練
さ
れ
、
管
理
も
行
わ
れ

て
い
る
の
で
、
社
会
の
マ
ナ
ー
も
守
れ
ま

す
し
、
清
潔
で
す
。

　

ほ
じ
ょ
犬
は
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
の
自
立
と
社
会
参
加
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ほ
じ
ょ
犬
ユ
ー
ザ
ー
と
ほ
じ
ょ
犬
を
社
会

の
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ほ
じ
ょ
犬
の
種
類

○�

盲
導
犬　
ハ
ー
ネ
ス（
胴
輪
）を
つ
け
て

お
り
、目
の
不
自
由
な
人
が
街
中
を
安

全
に
歩
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○�

聴
導
犬　
『
聴
導
犬
』
と
書
か
れ
た
表

示
を
つ
け
て
お
り
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
、

聞
こ
え
に
く
い
人
に
生
活
の
中
の
必
要

な
音
を
知
ら
せ
ま
す
。

○�

介
助
犬　
『
介
助
犬
』
と
書
か
れ
た
表

示
を
つ
け
て
お
り
、
手
や
足
に
障
が
い

の
あ
る
人
の
日
常
の
生
活
動
作
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ほ
じ
ょ
犬
ユ
ー
ザ
ー
と
ほ
じ
ょ
犬
は	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
こ
で
も
一
緒

　

ほ
じ
ょ
犬
の
同
伴
に
つ
い
て
は
、「
身

体
障
害
者
補
助
犬
法
」
で
、
人
が
立
ち
入

る
こ
と
の
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
受

け
入
れ
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
犬
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
受
入
を
拒

否
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○�

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
で
、
公
共
施
設

や
公
共
交
通
機
関
を
は
じ
め
、
不
特
定

か
つ
多
数
の
人
が
利
用
す
る
病
院
、
ホ

テ
ル
、
飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
、
ほ
じ
ょ
犬
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○�

ほ
じ
ょ
犬
の
受
入
に
あ
た
り
、
特
別
な

設
備
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○�

ほ
じ
ょ
犬
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
責
任
を

も
っ
て
健
康
管
理
や
衛
生
管
理
を
し
て

い
る
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

※�「
ほ
じ
ょ
犬
」同
伴
ス
テ
ッ
カ
ー
を
ご
希
望
の
方

は
送
付
し
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ほ
じ
ょ
犬
の
給
付
事
業

　

障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る

た
め
、
ほ
じ
ょ
犬
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３
℻ 

63
―
５
１
２
１
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2015紀の国わかやま国体に
出場する選手が市役所を訪問
　９月26日から10月６日まで、和歌山県などで
開催される「2015紀の国わかやま国体」に佐渡
市から出場する選手２人が、９月２日㈬に市役所
を訪問しました。
　北見優帆さん（相川水泳同好会所属、佐渡高
校３年）は、競泳 少年男子Ａ 800ｍリレーメン
バーとして、また、吉田晃さん（市南佐渡消防署
勤務）は、パワーリフティング（公開競技） 成年
男子 83kg 級の新潟県代表として、それぞれ出
場することを報告し、意気込みを語りました。

第４回佐渡リレーマラソン結果
　９月 27日㈰に開催された「第４回佐渡リレーマラソン」の結果は次のとおりです。
日　時　９月 27日㈰　午前 10時スタート
会　場　佐渡市陸上競技場
参加数　58チーム（内オープン参加１チーム）
　　　　490 人（オープン参加者は含まず）

佐渡金銀山地域巡回講演会が
開催されました
　９月12日㈯、あいかわ開発総合センターを会場に、
「佐渡金銀山地域巡回講演会」が開催され、市民約
80人が参加しました。
　岩手県平泉町の職員で、長年、平泉の世界遺産登
録の実務を担った八重樫 忠郎さんを講師にお迎えし、
「世界遺産の町 平泉の取組み 歴史・文化を未来へ伝
えるために」と題してご講演いただきました。
　世界遺産への登録が決まると、観光客が大幅に増
えるが、受入れ態勢が整っていない地域では、その
効果を維持できていない、世界遺産登録は、佐渡に
とって二度とないチャンスであり、その効果を生かせ
るかどうかは皆さん次第です、と話されました。

◆ハーフマラソンの部
○小学生の部（９チーム）
　第１位　相小６年相田組 1:16:50
　第２位　ももいろクローバー⑥ 1:27:25
　第３位　チーム二宮 1:29:07
○中学生男子の部（５チーム）
　第１位　金井中学校（男子） 1:04:57
　第２位　相川中学校Ａ 1:06:04
　第３位　真野中男子Ａチーム 1:06:40
○中学生女子の部（３チーム）
　第１位　金井中学校（女子） 1:12:04
　第２位　真野中女子Ａチーム 1:13:15
　第３位　真野中女子Ｂチーム 1:20:48
○ミックスの部（16チーム）
　第１位　佐和田中Ｗ 1:04:50
　第２位　佐和田中Ｓ 1:05:06
　第３位　羽茂高校陸上競技部 1:08:11

◆フルマラソン
○一般男子の部（７チーム）
　第１位　両津マラソンクラブ 2:08:57
　第２位　Ｔ２Ｋ２ 2:09:53
　第３位　佐渡高校Ａ 2:10:14
○ミックスの部（17チーム＋オープン１チーム）
　第１位　wind sprinter 2:22:19
　第２位　古屋先生のマラソン教室 2:24:36
　第３位　和裕をデカイ遺産に 2:29:52

◆プラカードコンテスト
　優　秀　賞　加茂ミニガールズ
　ユーモア賞　和裕をデカイ遺産に
　アイデア賞　よっちゃんと仲間たち
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こいっちゃまつりが 
　　　　開催されました
　９月13日㈰、市役所相川支所駐車場をメイン
会場に、こいっちゃまつりが開催されました。
　佐渡島内の「うまいもん」を集めて、来場者と審
査員の投票で「うまいもん大賞」を競うご当地グル
メイベント「佐渡國うまいもん合戦」には、10の店・
団体が出店し、「佐渡特製大だこ焼き」でエントリー
の『纏

まとい

』がうまいもん大賞を受賞しました。
　そのほか、露店やフリーマーケットを集めた楽市
楽座やアームレスリング大会などが行われました。

鬼太鼓inにいぼ 朱鷺夕映え
市が開催されました
　10月11日㈰、新穂行政サービスセンター横特
設会場で、「第25回 鬼太鼓 inにいぼ 朱鷺夕映え
市」が開催され、家族連れなど多くの人が訪れました。
　ステージでは、14の団体が鬼太鼓や郷土芸能
等を披露し、観客を楽しませました。子どもたちに
よる鬼太鼓には、温かい拍手が送られていました。
　また、会場では、農産物や加工品の販売、飲食
店など60以上のさまざまな出店が集まり、たいへ
ん賑わいました。

佐渡から江戸へ御
お

金
か ね

荷
に

の道
　10月10日㈯、佐渡金銀山の世界遺産登録に向
けて、佐渡市民や新潟県全体の機運を盛り上げる
ため、「佐渡を世界遺産にする会」が主催する「佐
渡から江戸へ 御金荷の道」が開催され、島内外か
ら約 30人が参加しました。
　江戸時代の装束を身につけた参加者たちは、国
指定史跡佐渡奉行所跡（相川地区）をスタートし、
相川市街地を通って中山峠を越え、新町宿本陣山
本半右衛門邸（真野地区）まで、約16㎞の道のり
を約６時間かけて歩き、世界遺産登録に向けたＰＲ
を行いました。

第３回スポーツGOMI拾い 
大会in佐渡が開催されました
　10月11日㈰、新穂潟上温泉周辺を会場に、「第
３回スポーツGOMI 拾い大会 in 佐渡」が開催され
ました。
　１時間以内に会場周辺の決められたエリア内の
ごみをチームで拾い集め、ごみの種類と量のポイ
ントを競う競技で、20チーム約100人が参加しま
した。
　今回、トキの生息エリアということで、ごみがあ
まり落ちていませんでしたが、宝探しの要素もあり、
参加した子どもたちもごみ拾いを楽しんでいるよう
でした。
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❹ 私たち市民に出来ること…選ばれる観光地になるために
　経済波及効果の測定から明らかになったことは、観光の振興＝地域の発展ということです。観光客が増え、
消費額が上がれば、宿泊施設や観光施設など観光関連の事業所で働く人たちの利益になるだけでなく、佐
渡の経済全体を活性化させることになります。
　では、どうすれば観光客が増えるのでしょうか？旅行先として佐渡を選んでもらうには、初めて佐渡を
訪れる方を増やすとともに、リピーター（再訪者）を増やすことが大切になります。
　一度来た佐渡で「また来たい」と思ってもらうには “ おもてなし ” が重要で、おもてなしとは「サービ
ス業による専門的なサービス」＋「地域住民による自然なおもてなし、思いやり」と考えます。自分達が
暮らしている地域の魅力をおすそ分けする、大切な佐渡を選んで来てくれた方に気持ちよく過ごしていた
だく。おもてなしとは大げさなことではなく、相手の立場に立った心地よい行動です。例えば、笑顔で挨拶、
困っていそうな人には声をかける、ごみ拾いなどを実行することです。
　佐渡を元気にするために、私たち一人ひとりが小さなことから始めてみませんか。

❸ 観光による経済波及効果
　佐渡市では、地域経済に観光が与える影響を明らかにするため、平成 25年に観光による経済波及効果
を測定しました。直接観光だけでなく農林水産業や製造業をはじめとするさまざまな産業にもその効果が
波及していることがわかります。

直 

接 

効 

果

①観光入込者総数 532,011 人
②平均消費金額
（一人あたり）

40,965 円

③観光総消費額
（①×②）

217.9 億円

波 

及 

効 

果

④間接 1次効果
（原材料波及効果）

89.4 億円

⑤間接 2次効果
（家計迂回効果）

59.5 億円

⑥生産波及効果
（③＋④＋⑤）

366.8 億円

【用語の説明】	 直接効果　　：観光客が佐渡島内で使った額
	 間接１次効果：直接効果に伴う原材料等の購入によって誘発される生産額
	 間接２次効果：直接効果と間接１次効果で発生した所得により新たに消費として支出される額

産業別の波及効果
産業分類（15部門） 直接効果（億円）構成比率 間接1次効果（億円）構成比率 間接2次効果（億円）構成比率 雇用効果（人）

農林水産業 0.0 0% 0.8 1% 1.1 2% .0
鉱業 0.0 0% 0.1 0% 0.2 0% 1
生活関連製造業 0.0 0% 1.2 1% 2.5 4% 21
素材関連製造業 0.0 0% 0.9 1% 0.8 1% 5
機械関連製造業 0.0 0% 0 0% 0.1 0% 1
建設 0.0 0% 0.5 1% 0.7 1% 9
電気・ガス・熱供給・水道 0.0 0% 2.9 3% 3.3 6% 24
商業 48.1 22% 12.0 13% 8.8 15% 931
金融・保険・不動産 0.0 0% 4.5 5% 21.2 36% 100
運輸 41.2 19% 20.3 23% 3.3 6% 448
通信・放送 0.0 0% 0.3 0% 0.8 1% 5
公務・公共サービス 0.0 0% 0.4 0% 6.0 10% 57
対事業所サービス 0.0 0% 3.8 4% 2.8 5% 64
対個人サービス 128.6 59% 41.2 46% 7.7 13% 2,196
分類不明 0.0 0% 0.4 0% 0.3 1% 0

合計 217.9 100% 89.4 100% 59.5 100% 3,870

経済波及効果の測定結果 経済波及効果
のイメージ

①観光客
　532,011 人

直接効果
217.9 億円

⑥生産波及効果
366.8 億円

89.4 億円

59.5 億円

②平均消費額
　40,965 円

③観光関係の
　事業所

④観光に間接的に
　関係する事業所

⑤観光に関係しない
　事業所
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　「観光」というと、どんなイメージがありますか。旅館やホテル、立ち寄りの観光施設やお土産物店などを
連想し、普段の暮らしの中では「自分と観光は関係ない」と思っている方も多いのではないでしょうか。とこ
ろが、観光が地域に与える経済効果は、直接効果、波及効果を合わせて366億８千万円にも上り、佐渡の全
ての産業に波及しています。
　佐渡観光を活性化することで、地域にはどのような効果があるのかご紹介します。

佐渡おもてなし講演会・意見交換会を開催!
　９月 29日㈫、あいぽーと佐渡で、佐渡おもてなし講演会・意見交換会を
開催しました。佐渡出身で、販売コンサルタントとして全国各地の商工会
議所や市町村で、集客、接客、おもてなし等の相談業務を行い、独自の佐
渡ツアーを企画されている 竹谷 知江子 氏をお招きして、「またきたいさど
になろう」をテーマにご講演いただきました。講演では、ご自身の体験を
通して感じた「観光地としての佐渡」に対して、「事業者だけでなく、市民
の一人ひとりの行動が重要。自分にできる小さなことをこつこつと行うな
ど、5万 8,900 人の市民が一丸となってやることで、大きな変化が表れる」
とご提案をいただきました。来場者との意見交換では、参加者から、自分
にできる思いやり行動についての意見が寄せられました。

みんなで佐渡観光を盛り上げよう！
～観光の経済効果は全ての産業に波及しています～

❶ 佐渡観光の現状
　佐渡観光における観光客の入込数は、平成３年度の 123 万人をピークに年々減少し、佐渡市が実施して
いる佐渡観光アンケート調査による平成 26年度の入込数は 50万 8千人と推計しました。これはピーク時
の 41％まで落ち込んでいることになります。

❷ 観光産業の重要性
　観光産業は、ホテルや旅館などの宿泊業、バスやタクシーなどの運輸業、食堂やレストランなどの飲食業、
観光施設などのサービス業やお土産などの小売業まで、幅広い産業により成り立っています。
　観光で訪れる地域外からの来訪者によって、新たな消費を呼び込むことで、モノやサービスが必要とな
ります。そうした需要を満たすための供給活動が必要となるため、働く場所や収入が増えるようになります。

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

H26H25H24H23H22H21H20H19H18H17H16H15H14H13H12H11H10H9H8H7H6H5H4H3H2H 元S63S62S61S60S59S58S57S56S55
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す
る

「
通
知
カ
ー
ド
」
は
平
成
27
年

11
月
末
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す

　

住
民
票
を
有
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ

す
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
平
成
27
年
11

月
末
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
地
区
に
よ
り
配
達
日
が
異

な
る
ほ
か
、
転
送
不
要
の
簡
易
書
留
で
郵

送
す
る
た
め
、
ご
不
在
の
場
合
は
後
日
の

配
達
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

12
月
に
な
っ
て
も
「
通
知
カ
ー
ド
」
が

届
か
な
い
場
合
は
、
市
役
所
市
民
生
活
課

戸
籍
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
受
領
後
、
転
入
届

や
転
居
届
の
際
に
は
、「
通
知
カ
ー
ド
」

の
裏
面
に
新
し
い
住
所
を
追
記
し
ま
す
の

で
、
異
動
さ
れ
る
方
全
員
の
「
通
知
カ
ー

ド
」
を
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
持

参
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
後
日
持
参
し

て
い
た
だ
き
、
追
記
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
か
た
る

詐
欺
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
か
ら
電
話
で
、

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
伝
え
る
こ
と

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
聞
く
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
応
じ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
市
民
生
活
課
戸
籍
係

　

☎
63
―
５
１
１
２

平
成
27
年
度 
特
別
支
援
学
校 

児
童
生
徒
就
学
援
助
補
助
金 

                         
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
特
別
支
援
学
校
就
学
に
必
要

な
経
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
補
助

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
10
月
１
日
現
在
、
公
立
の

特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
、
小
学
部
、
中

学
部
ま
た
は
高
等
部
に
在
学
中
の
幼
児
、

児
童
、
生
徒
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
で
、

本
市
に
住
所
が
あ
る
方
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
11
月
に
市
教
育
委
員
会
か

ら
各
特
別
支
援
学
校
の
保
護
者
宛
て
に
送

付
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
幼
稚
部
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

学
事
指
導
係

　

☎
23
―
４
８
９
４

永
安
館
の
新
待
合
棟
の
使
用
を

開
始
し
ま
し
た

　

現
在
、
改
築
工
事
を
進
め
て
い
る
永
安

館
の
新
し
い
待
合
棟
が
完
成
し
、
10
月
９

日
㈮
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
構
内
道
路
・
塀
工
事
な
ど

の
外
構
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
何
か
と

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
木
地
区
の
三
香
苑
は
、
平
成

28
年
３
月
末
で
火
葬
場
と
し
て
の
業
務
を

終
了
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
環
境
対
策
課　

環
境
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

「
佐
渡
市
屋
外
広
告
物
条
例
」　  

　制
定
に
向
け
た
内
容
に
つ
い
て 

　 

　
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
佐
渡
市
景
観
計
画
の
景
観
づ

く
り
の
課
題
で
あ
る
屋
外
広
告
物
に
つ
い

て
、
市
内
の
景
観
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
良

好
な
景
観
形
成
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
屋
外
広
告
物
法
に
基
づ

き
、
佐
渡
市
屋
外
広
告
物
条
例
を
制
定
し
、

行
為
の
制
限
を
設
け
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
佐
渡
市
屋
外
広
告
物
条

例
」
制
定
に
向
け
た
規
制
内
容
に
つ
い
て
、

次
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
会
場

○
11
月
25
日
㈬　

午
後
７
時
～

　

あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

実
習
室
（
相
川
栄
町
１
）

○
11
月
26
日
㈭　

午
後
７
時
～

　

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

２
階
大
会
議
室
（
千
種
２
４
０
）

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

　

10
月
25
日
発
行
の
市
報
さ
ど
お
知
ら

せ
版（
№
140
）７
ペ
ー
ジ「
暮
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
」の
羽
茂
う
み
ゃ
あ
も
ん
祭
り〔
11

月
23
日（
月
・
祝
）開
催
〕で
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。正
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。

時　
　

10
時
～
14
時

会
場　

Ｊ
Ａ
羽
茂
本
所
周
辺

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

永安館の施設概要
火葬炉：２炉、エントランスホール、告別ホール、
待合室：３室、収骨室：２室、駐車場
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事
業
主
の
皆
さ
ま
へ  

従
業
員
の
個
人
住
民
税
の 

特
別
徴
収（
給
与
天
引
き

）へ
の
移
行
に 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■�

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は
特
別
徴

収
（
給
与
天
引
き
）
が
法
律
等
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　

個
人
住
民
税
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

と
同
様
に
、
事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
、

毎
月
、
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に
支
払

う
給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
し
、

住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
に

代
わ
っ
て
、
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村

へ
納
入
す
る
こ
と
が
、
地
方
税
法
お
よ
び

佐
渡
市
の
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。（
従
業
員
が
1
人
だ
け
、
従
業
員
が

家
族
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
特
別
徴
収
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。）

■�

所
得
税
の
よ
う
に
事
業
者
が
税
額
を
計

算
し
た
り
、
記
帳
し
た
り
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
事
務
手
続
き
と

は
異
な
り
、
事
業
者
が
税
額
を
計
算
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
町
村
が
、
毎
年
５
月
に
事
業
者
（
給

与
支
払
者
）
に
対
し
て
、『
給
与
所
得
等

に
係
る
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
』
に

よ
り
月
々
に
特
別
徴
収
す
べ
き
税
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
税
額
を
毎
月

の
給
与
か
ら
特
別
徴
収
し
、
翌
月
の
10
日

ま
で
に
合
計
税
額
を
各
従
業
員
の
住
所
地

の
市
町
村
へ
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■�

従
業
員
の
方
の
納
税
に
係
る
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す

　

従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
、
納
税
の
た
め

に
金
融
機
関
や
市
町
村
窓
口
に
出
向
く
手

間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
特

別
徴
収
以
外
の
方
法
に
よ
る
納
税
の
回
数

が
通
常
年
４
回
で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別

徴
収
は
年
12
回
な
の
で
、
従
業
員
の
方
の

１
回
あ
た
り
の
納
税
額
の
負
担
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、 

     

労
働
保
険
に
必
ず
加
入 

～
雇
っ
た
ら
入
る
。人
も
会
社
も
守
る
た
め
に
～

　
「
労
働
保
険
」と
は
、「
労
災
保
険
」と「
雇

用
保
険
」
の
総
称
で
、
農
林
水
産
業
の
一

部
の
事
業
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
労
災
保
険
は
」
は
、
業
務
上
ま
た
は

通
勤
途
上
に
被
っ
た
災
害
に
よ
る
負
傷
、

疾
病
ま
た
は
死
亡
に
対
す
る
補
償
と
し
て
、

労
働
者
・
遺
族
に
所
定
の
保
険
給
付
を
行

う
制
度
で
す
。

　
「
雇
用
保
険
」
は
、
労
働
者
の
失
業
時

の
生
活
の
安
定
ま
た
は
再
就
職
の
支
援
の

た
め
の
保
険
給
付
を
行
う
制
度
で
、
保
険

給
付
の
ほ
か
に
、
雇
用
の
確
保
・
安
定
の

た
め
、
事
業
主
に
対
し
て
助
成
を
行
う
制

度
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
い
な
い
事
業
主
は
、
管
轄
の
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
加
入
手
続
き
を
と

ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５
０
２

　

佐
渡
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
23
―
４
５
０
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
渡

　

☎
27
―
２
２
４
８

 

佐
渡
博
物
館  

    

展
示
室
の
一
時
閉
鎖
の 

　
　
　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ

　

佐
渡
博
物
館
で
は
、
作
品
展
示
替
え
作

業
の
た
め
、
２
階
の
美
術
工
芸
展
示
室
を

一
時
閉
鎖
し
ま
す
。

　

な
お
、
美
術
工
芸
展
示
室
以
外
は
通
常

通
り
開
館
し
て
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
11
月
24
日
㈫
～
12
月
１
日
㈫

お
問
い
合
わ
せ

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

佐
渡
学
セ
ン
タ
ー
（
佐
渡
博
物
館
）

　

☎
52
―
２
４
４
７

有　

料　

広　

告

家の引き戸に取り付けるだけで

オートスライド
自動ドアに！

℡0254
　24-1889

お問い合わせ

代表　後 藤 光 一
新潟県新発田市本町3丁目1-15
 

工具があれば、誰でも簡単に設置出来ます。
開閉方法もボタン・センサーから選べます。
「さらにペットセンサーも付いています」
取付もいたします。

後藤容器
弊社にて実物を
体験できます。

「
地
方
税
＝
地
豊ほ
う
税　
～
地
方
税
は

地
方
を
豊4

か
に
す
る
税
で
す
～
」

　

11
月
11
日
㈬
か
ら
11
月
17
日
㈫
ま

で
の
１
週
間
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」

で
す
。
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎０２５９－６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
②�　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯などは
214,000円）以下であること
③�　収入月額が158,000円以上487,000円以下であること
④　申込者と配偶者（婚約者を含む）が同居し、満年齢合計が申込み日時点で70歳以下であること
⑤　同居者が直系親族であり、入居後、速やかに当該賃貸住宅の所在地に住所を移転できること
＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津
大野第１住宅（３階） 1 ①② - H9 耐火構造３階建て 3LDK 25,800 ～ 50,600

大野第２住宅（１、２階） 3 ④⑤ - H14 耐火構造３階建て 2LDK 38,000【定額】

相川

県営おりと団地（１、２、３、４階） 6 ①② - S54 耐火構造４階建て 3DK 14,900 ～ 29,300

県営炭屋町団地（１、２、３、４階） 5 ①② - S58 耐火構造４階建て 3DK 16,600 ～ 32,700

栄町団地のかんぞう棟（２階） 2 ①② - H3 耐火構造３階建て 3DK 21,500 ～ 42,200

栄町団地あやめ棟（１階） 2 ② ○ H8 耐火構造３階建て 2DK 18,800 ～ 36,900

栄町団地あやめ棟（２階） 1 ①② - H8 耐火構造３階建て 3DK 22,900 ～ 45,000

栄町団地あさがお棟（２階） 2 ①② - H10 耐火構造３階建て 3DK 23,500 ～ 46,100

新穂 瓜生屋第１住宅 1 ①② - H11 木造２階メゾネット 3DK 23,100 ～ 45,400

赤泊 真浦団地２ 1 ①③ - H9 木造２階一戸建て 3LDK 38,000【定額】

■申込書類	 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先	 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限	 11 月 30 日㈪　午後５時
■入居予定	 12 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります。）
■注意事項	 入居決定後、次のことが必要です。�
	 ◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は１人）　　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額 ＝  （合計所得額－各種控除額）	 １２

ご
存
じ
で
す
か
？ 

　
　
　「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」

「
も
っ
た
い
な
い 

　
建
設
産
業
は
実
践
し
て
い
ま
す
。」

　

建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
基
づ
き
、
再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き

る
特
定
の
建
設
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塊
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、
木
材
な
ど
）
の

「
分
別
解
体
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
依
然
と
し
て
建
設

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
工
事
に
限
ら
ず
、
一
般
家
屋
の
解

体
な
ど
の
際
に
は
、
業
者
に
適
正
な
分
別

解
体
・
再
資
源
化
を
促
す
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
建
設
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

�

北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議

会 

事
務
局
（
北
陸
地
方
整
備
局 

企
画
部 

技
術
管
理
課 

教
習
係
）

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
８
８
８
０

　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.hrr.m

lit.
go.jp/gijyutu/fukusanbutu/
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
利
用
料
等

の
名
目
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
、
そ

の
後
、
カ
ー
ド
番
号
を
メ
ー
ル
な
ど
で
犯

人
に
送
ら
せ
て
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の

利
用
権
を
だ
ま
し
取
る
と
い
う
手
口
の
架

空
請
求
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
現
金
を
支

払
っ
て
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
と
、
カ
ー
ド

に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
を
使
っ
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

と
同
じ
よ
う
に
決
済
が
で
き
ま
す
。

◆
相
談
事
例

　

携
帯
電
話
に
大
手
サ
イ
ト
業
者
の
料
金

未
納
セ
ン
タ
ー
と
名
乗
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
動
画
料
金
が
未
納
」
と
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
）
を
受
信
し
た
。
心

当
た
り
は
な
か
っ
た
が
、
気
に
な
っ
て
電

話
し
た
と
こ
ろ
、
「
入
金
さ
れ
な
い
場
合

に
は
法
的
措
置
を
取
る
。
入
金
期
限
は
あ

と
30
分
」
と
言
わ
れ
た
。
指
示
さ
れ
た
と

お
り
、
す
ぐ
に
コ
ン
ビ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

情
報
端
末
を
操
作
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
専
用
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
購
入
手
続

き
を
し
、
レ
ジ
で
お
金
を
支
払
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

ま
た
、
別
の
事
例
で
は
、
同
じ
よ
う
に

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
販
売
し
て
い

る
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
購
入

し
、
未
納
料
金
代
と
し
て
番
号
を
メ
ー
ル

で
会
社
に
送
り
、
だ
ま
し
取
ら
れ
た
。

◆
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
例

・
Ⅴ
プ
リ
カ

・
ウ
ェ
ブ
マ
ネ
ー

・
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

◆
ア
ド
バ
イ
ス

・�

通
常
、
業
者
が
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
で

支
払
い
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

心
当
た
り
の
な
い
請
求
が
き
た
場
合
は
、

慌
て
て
業
者
に
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１イ

ヤ

ヤ
８
８
（
嫌
や
！
泣
き
寝
入
り
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
プ
リ
ペ
イ
ド 

カ
ー
ド
を
悪
用
し
た
架
空
請
求
に
注
意
！

　
　
　
　
　
新
し
い
手
口
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
中

　

羽
茂
小
学
校
で
は
、
羽
茂
や
川
茂
、
佐

渡
の
「
人
・
も
の
・
こ
と
」
と
の
出
会
い

と
か
か
わ
り
合
い
を
大
切
に
し
た
教
育
活

動
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
た

く
さ
ん
の
「
人
・
も
の
・
こ
と
」
と
の

「
会
い
（
出
会
い
）
」
と
「
合
い
（
か

か
わ
り
合
い
）
」
の
中
で
、
仲
間
、
家
族
、

郷
土
を
思
い
や
る
「
愛
」
を
育
ん
で
い
ま

す
。

　

日
々
の
授
業
で
も
、
「
会
い
」
と
「
合

い
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
こ
こ

数
年
は
、
国
語
の
授
業
を
中
心
に
、
仲
間

や
地
域
と
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
、
考
え

を
伝
え
る
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
、
国
語
の
授
業
で
は
、
「
○

○
図
鑑
を
作
ろ
う
」
「
○
年
生
に
音
読
劇

を
し
よ
う
」
な

ど
、
子
ど
も
が
楽

し
く
な
る
よ
う
な

目
標
を
学
習
過
程

の
最
初
に
提
示
し

ま
す
。
そ
の
上
で
、

学
習
過
程
を
「
つ

か
む
」
「
読
み
取
る
・
つ
く
る
」
「
伝
え

る
」
の
三
つ
に
分
け
、
学
習
を
進
め
ま
す
。

　

「
つ
か
む
」
過
程
は
、
子
ど
も
が
大
ま

か
な
教
科
書
の
内
容
を
つ
か
み
、
学
習
の

流
れ
を
つ
か
む
場
で
す
。

　

目
標
に
向
か
い
、
ど
の
よ
う
に
学
習
を

進
め
、
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
付
け
て
い

け
ば
よ
い
の
か
を
子
ど
も
と
話
し
合
い
、

「
国
マ
ッ
プ
」
と
名
付
け
た
学
習
予
定
表

を
作
成
し
ま
す
。
国
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
こ

と
で
、
子
ど
も
は
見
通
し
を
も
ち
、
進
ん

で
授
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
読
み
取

る
・
つ
く
る
」

過
程
は
、
教

科
書
を
細
か
く

読
み
取
り
、
友

だ
ち
と
か
か
わ

り
合
い
な
が
ら
、

考
え
を
深
め
て
い
く
場
で
す
。
こ
こ
で
は
、

特
に
学
習
プ
リ
ン
ト
や
グ
ル
ー
プ
の
作
り

方
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
友
だ

ち
と
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
、
教
科
書
の

内
容
を
読
み
取
り
、
自
分
の
考
え
を
深
め
、

よ
り
よ
い
表
現
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
伝
え
る
」

過
程
は
、
教
科

書
で
学
ん
だ
成

果
を
生
か
し
、

表
現
す
る
場
で

す
。
子
ど
も
は

学
び
の
成
果
を

し
っ
か
り
と
生

か
し
、
生
き
生
き
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
授
業
へ
の
取
組
は
学
校
外

か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
関
係
機
関
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
佐
渡
市
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　

☎
23
―
４
８
９
８
（
両
津
支
所
内
）

今 
が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
　
　
　
佐
渡
市
立
羽
茂
小
学
校先生と国マップを確認する

２年生

グループで進んで話し合う
３年生

１年生にペープサート劇（紙人
形劇）を発表する２年生
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■�

11
月
中
は
「
ト
キ
の
森
公
園
」
の
入
館

料
が
無
料
に
な
り
ま
す
！

　

「
生
物
多
様
性
佐
渡
戦
略
Ｐ
Ｒ
月
間
」

の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
今
年
は
、
環
境

省
が
２
０
０
３
年
に
策
定
し
た
環
境
再
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
「
２
０
１
５
年
頃
、
小
佐
渡

東
部
に
60
羽
の
ト
キ
を
定
着
さ
せ
る
」
と

い
う
目
標
の
検
証
年
で
あ
り
、
ト
キ
の
森

公
園
の
入
館
料
が
11
月
末
ま
で
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
11
月
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

関
連
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ト
キ
の
野
生
復
帰
や

生
物
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
き
っ

か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

「
ト
キ
野
生
復
帰
２
０
１
５
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す

日
時　
11
月
22
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

会
場　
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

　
　
　
（
両
津
夷
３
８
４
―
11
）

内
容

○
報
告
（
佐
渡
市
、
新
潟
県
・
環
境
省
）

○
基
調
講
演

・�

山
岸 

哲
さ
ん
（
前
ト
キ
野
生
復
帰
検
討

会
座
長
）

・�

藤
田 

香
さ
ん
（
日
経
Ｂ
Ｐ
社 

生
物
多

様
性
担
当
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

○
研
究
報
告
（
新
潟
大
学
）

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

�「
全
国
へ
向
け
た
佐
渡
の
役
割
と
可
能

性
～
定
着
す
る
ト
キ
を
通
じ
て
～
（
仮

題
）」

入
場
料　
無
料

　

な
お
、
先
着
２
０
０
名
様
に
、
限
定
記

念
ト
キ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
申
込
み
不
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■�
「
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
野
生
復
帰

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
一
般
公
開
し
ま
す

（
第
５
回
）

　

こ
れ
ま
で
に
、
13
回
の
放
鳥
で
２
１
５

羽
の
ト
キ
が
、
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
佐
渡
の
空
に
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。
ト
キ
た
ち
は
、
野
生
復
帰
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
ど
の
よ
う
に
訓
練
し
、
今
は
ど

う
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
空
に
羽
ば
た
く
ト
キ
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
、
ト
キ
の
野
生
復
帰
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
21
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
頃

場
所　
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　

野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

内
容

○
野
生
下
の
ト
キ
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
話

○
ト
キ
訓
練
ケ
ー
ジ
の
見
学

○
繁
殖
ペ
ア
の
観
察
（
モ
ニ
タ
ー
使
用
）

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
野
生
復
帰

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
者
数
は
30
人
程
度
（
先
着

順
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
人
数
に
余

裕
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー

　

野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

（
新
穂
正
明
寺
１
２
７
７
）

　

�

☎
24
―
６
１
５
１
（
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

　

℻ 

24
―
６
１
５
２

■�
平
成
27
年
度「
ト
キ
と
の
共
生
座
談
会
」

開
催
希
望
集
落
を
募
集
し
ま
す

　

現
在
、
佐
渡
島
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る

野
生
下
の
ト
キ
は
１
６
０
羽
を
越
え
て
お

り
、
島
内
各
地
域
か
ら
ト
キ
の
目
撃
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
飛
来
す
る
ト
キ
を
見

守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
一
方
で
、
「
ト

キ
が
ど
こ
で
行
動
し
て
い
る
の
か
」
「
驚

か
せ
な
い
よ
う
に
観
察
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
」
「
普
段
ど
お
り
に

農
作
業
を
し
て
も
問
題
は
な
い
の
か
」

「
ト
キ
を
観
察
す
る
人
が
農
道
に
駐
車
し

て
困
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
ご

不
満
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
の
職
員
が

地
域
に
お
う
か
が
い
し
て
、
意
見
交
換
す

る
場
と
し
て
「
ト
キ
と
の
共
生
座
談
会
」

の
開
催
を
希
望
す
る
集
落
を
募
集
し
ま
す
。

開�

催
日　
平
成
27
年
12
月
か
ら
平
成
28
年

２
月
ま
で
の
３
か
月
間
で
集
落
が
希
望

す
る
日

※�

希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

時�

間　
１
時
間
か
ら
２
時
間
程
度
（
集
落

の
ご
希
望
に
合
わ
せ
ま
す
）

会�

場　
集
落
が
希
望
す
る
場
所
（
お
近
く

の
公
民
館
、
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

内
容

○
ト
キ
の
飼
育
繁
殖
状
況
に
つ
い
て

○
野
生
ト
キ
の
近
況
に
つ
い
て

○
意
見
交
換

主�

催　
人
・
ト
キ
の
共
生
の
島
づ
く
り
協

議
会
、
環
境
省
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務

所
、
新
潟
県
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
、

佐
渡
市
農
林
水
産
課

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

　

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
132
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
�

西
三
川
砂
金
山
⒀　

― 

「
大
流
し
」
と
「
す
か
し
」 

―

　
『
西
三
川
村
誌
』（
昭
和
23
年
・
西
三
川
村
役
場
）に

よ
れ
ば
、砂
金
山
の
作
業
は
、「
朝
普
請
」と
称
し
て
、毎

日
朝
六
ツ（
午
前
６
時
頃
）か
ら
暮
六
ツ（
午
後
６
時

頃
）ま
で
、冬
は
朝
五
ツ（
午
前
８
時
頃
）か
ら
稼
ぐ
、と

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
西
三
川
砂
金
稼
方
図
」に
は
、具
体
的
な
作

業
内
容
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
水
戸

通
り
」と
呼
ば
れ
る
水
路
に
、川
幅
に
応
じ
て
高
さ
４

尺
か
ら
５
尺
位
の「
簗や
な

」と
い
う
石
垣
を
４
間
か
ら
５

間
お
き
に
何
か
所
も
積
み
上
げ
ま
す
。こ
れ
を「
ね
こ
尻

押
え
」と
い
い
ま
す
。そ
し
て
、稼か
せ

場ぎ
ば

の
山
を
ツ
ル
ハ
シ
で

切
り
崩
し
、大
き
な
石
な
ど
を
取
り
除
い
た
後
で
、上

流
の
堤
か
ら
水
を
流
し
ま
す
。す
る
と
土
砂
は
流
れ
出

て
、簗
の
中
に
溜
ま
り
ま
す
。そ
こ
か
ら
洩
れ
出
た
土
砂

は
、「
ね
こ
尻
」に
溜
ま
り
ま
す
。

　

水
が
流
れ
き
っ
た
あ
と
、水
戸
通
り
に
埋
ま
っ
て
い
る

石
を
ツ
ル
ハ
シ
で
か
き
出
し
、そ
こ
へ
掘
り
崩
し
た
土
砂

を
集
め
て
、再
度
水
を
流
し
て
残
っ
た
石
を
取
り
除
き

ま
す
。大
規
模
な
稼
場
で
は
２
か
所
の
堤
か
ら
水
を
流

し
ま
す
。こ
れ
を「
大
流
し
」と
い
い
ま
す
。溜
ま
っ
た
土

砂
が
多
く
、簗
よ
り
高
く
堆
積
し
た
場
合
、上
か
ら
切

り
崩
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
を「
す
か
し
」と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
作
業
を
月
初
め
か
ら
24
、25
日
頃
ま
で
繰
り
返

し
続
け
ま
す
。こ
れ
を「
荷
江
付
」と
い
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
し
て
、水
戸
通
り
に
砂
金
を
溜
め
て
い
き
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　
（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）☎
63
―
５
１
３
６

ジ
オ
パ
ー
ク
遠
足
に
行
こ
う
！

　

先
日
行
わ
れ
た
河
原
田
小
学
校
の
学
校

遠
足
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ク
イ
ズ
を
解
き

な
が
ら
歩
く
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
形
式
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
が
小
木
半
島
を
た
だ
歩
く
だ

け
で
は
も
っ
た
い
な
い
！
と
い
う
こ
と
で
、

小
木
半
島
に
あ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
看
板
を
ヒ

ン
ト
に
、
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
歩
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

児
童
た
ち
は
、
深
浦
駐
車
場
か
ら
江
積
ま

で
の
海
岸
線
を
班
ご
と
に
分
か
れ
て
歩
い

て
行
き
、
途
中
で
ジ
オ
パ
ー
ク
の
看
板
を

見
つ
け
る
と
、
高
学
年
が
中
心
と
な
り
、

楽
し
み
な
が
ら
ク
イ
ズ
の
答
え
を
考
え
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
小
学
校
に
お
け
る
ジ
オ

パ
ー
ク
学
習
で
は
、
理
科
や
総
合
的
な
学

習
の
時
間
な
ど
、
高
学
年
対
象
の
も
の
が

多
か
っ
た
で
す
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
遠
足
な

ら
、
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
多
人
数
で

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
弁
当
を
食
べ
た
後
は
、
ク
イ
ズ
の
答

え
合
わ
せ
と
小
木
半
島
ジ
オ
サ
イ
ト
の
成

り
立
ち
に
つ
い
て
、
推
進
室
の
学
芸
員
が

解
説
を
行
い
ま
し
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
ク
イ

ズ
に
答
え
る
こ
と
で
、
小
木
半
島
が
ど
の

よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
、

小
木
半
島
の
大
地
が
人
の
生
活
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

他
の
地
域
の
特
性
を
学
ん
で
か
ら
、
自

分
た
ち
の
地
域
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
自

分
た
ち
が
住
む
地
域
の
良
さ
を
再
発
見
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
校
だ
け
で
な

く
、
地
域
で
行
う
行
事
で
も
活
用
で
き
ま

す
！
小
木
半
島
の
段
丘
面
を
歩
く
の
で
、

高
低
差
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
車
や

バ
ス
で
は
見
落
と
し
が
ち
な
小
木
半
島
の

魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

集
落
行
事
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を
歩
い
て
み

た
い
！
と
い
う
方
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

室
ま
で
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
両
津
支
所
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
５

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

｢大流し｣と｢すかし｣（右端図）：佐州金銀山之図　西三川砂金山稼方図より（新潟県立歴史博物館蔵）
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第
２
回
両
津
地
区
公
民
館
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会 

（
両
津
地
区
）

　

９
月
12
日
㈯
、両
津
野
球
場
を
会
場
に
、第

２
回
両
津
地
区
公
民
館
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は「
個
人
の
部
」だ
け
で
し
た
が
、

今
大
会
か
ら「
チ
ー
ム
の
部
」も
取
り
入
れ
て

行
い
ま
し
た
。個
人
の
部
に
は
20
人
、チ
ー
ム

の
部
に
は
３
団
体
が
参
加
し
総
勢
29
人
が
秋

晴
れ
の
中
、競
技
を
行
い
ま
し
た
。日
頃
か
ら

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
方
は

道
具
も
本
格
的
で
、ハ
ン
デ
ル
ー
ル
も
関
係
な

く
、上
位
独
占
と
い

う
成
績
で
し
た
。初

心
者
の
方
も
、２
巡

目
か
ら
は
プ
レ
イ
に

慣
れ
て
き
た
よ
う
で
、

好
ス
コ
ア
も
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、今
後
は

分
館
対
抗
や
子
ど
も
会
の
交
流
大
会
も
企
画

し
て
い
き
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

市
民
ウ
ォ
ー
ク
（
畑
野
地
区
）

　

10
月
12
日
㈪
の
体
育
の
日
に
、松
ヶ
崎
地

区
を
コ
ー
ス
と
し
た「
市
民
ウ
ォ
ー
ク
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、朝
か
ら
天
候
が
安
定
せ
ず
、低
い

雲
が
広
が
る
空
模
様
の
中
を
、丸
山
平
泉
寺

前
バ
ス
停
か
ら
出
発
し
、世
阿
弥
が
歩
い
た

と
さ
れ
る
古
代
北
陸
道（
通
称
：
世
阿
弥
の

道
）を
黒
根
地
域
に
向
か
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
道
は
自
然
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
山

道
で
、起
伏
は
多
少
あ
る
も
の
の
途
中
に
は
展

望
台
も
あ
り
、そ
こ
か
ら
眺
め
る
景
色
は
疲

れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、松
ヶ
崎
集
落
の
街
並
み
を
散

策
し
、日
蓮
聖
人
ゆ
か

り
の
地
で
あ
る「
お
け

や
き
」や「
法
華
岩
」も

回
り
ま
し
た
。そ
こ
か

ら
紅
葉
山
ま
で
を
目
指

し
ま
し
た
が
、天
候
が

悪
化
し
た
た
め
途
中
で

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、基
本
の「
歩

く
」こ
と
に
重
点
を
置
い
た
今
回
の
市
民

ウ
ォ
ー
ク
。あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
し
た
が
、

参
加
者
の
顔
に
は
歩
い
た
充
実
感
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

～親子で楽しむコンサート～ 
『 絵 本 と 音 楽 の 出 会 い 』
絵本から音がきこえ  音楽からストーリーがみえてくる

日　時　11月28日㈯�
　　　　午後１時30分開場、午後２時開演
会　場　トキのむら元気館コミュニティホール（新穂）

対　象�
・乳児から小学生まで�
・大人
定　員　180人
参加費�
・大人500円�
・子ども無料
★�事前申込みは不要です。
直接会場へお越しくだ
さい。
主　催�
　佐渡子どもと絵本を
つなぐ連絡会
お問い合わせ�
　中央図書館�
　☎６３－２８００

佐渡ゴルフ連盟より寄贈！
　佐渡ゴルフ連盟（会長 北見 治）様から、
「図書の充実」にと、さわた図書館に多額の
ご寄付をい
ただきまし
た。
　ぜひご利
用ください。

「世界のともだち1〜24」偕成社
「ふろしき大研究」ＰＨＰ研究所
「虫さがし」偕成社
「こども鉱物図鑑」中央アート出版社
「近所の虫の飼いかた１、２」偕成社
「雑木林の虫の飼いかた」偕成社
「トカゲ・ヘビ・カメ大図鑑」ＰＨＰ研究所
「土のコレクション」フレーベル館
「雪の結晶ノート」あすなろ書房　ほか
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独身男女限定　参加者募集中!! 
「クリスマスパーティー 

       （オリジナル・リース作り）」
　クリスマス＆出逢いを楽しみたいと思ってい
る人にピッタリ！
　お友達を誘ってお気軽にご参加ください♪
日　時　12月23日（水・祝）午後２時～５時
　　　　男性受付：午後１時～
　　　　　（�男性のみ午後１時15分から事前オ

リエンテーションを行います。）
　　　　女性受付：午後１時30分～
会　場　佐渡ホットステーションえんや
　　　　（佐渡市豊田50番地）
内　容　クリスマスリース製作体験
　　　　講師：Bifrost　三寺先生
参加費　男性：5,000円、女性：2,000円
　　　　（当日会場でお支払ください）
定　員　男性15人（年齢：概ね25歳～45歳）
　　　　女性15人（年齢：フリー）
申込方法　�①氏名②住所③携帯番号④生年月

日および年齢をお知らせください。
　佐渡市役所地域振興課　地域振興係
　　ＴＥＬ：０２５９－６３－４１５２
　　ＦＡＸ：０２５９－６３－５１２５
　　（受付時間：平日午前９時～午後５時）
申込期限　12月９日㈬午後５時まで
※�応募多数の場合は抽選となります。（結果は書面
にて通知します。）

その他
・�当日受付の際に身分証明書（免許証等）の
提示をお願いします。
・当日はアルコールの提供はありません。
主　催　佐渡市

首都圏情報コーナー

あらかわ佐渡おけさ祭り開催
　９月27日、佐渡市と荒川区が友好交流都市となって初めての
「あらかわ佐渡おけさ祭り」が、荒川区西日暮里の冠新道商店
街で開催されました。開会式で挨拶に立たれた南雲芳夫実行
委員長は、東京新潟県人会を通して佐渡市との友好交流の話
が進められ、今回のまつりが実施される運びとなったと語られ
ました。
　続いて挨拶された西川太一郎
荒川区長は、友好交流都市締結の
意義を述べ、甲斐元也佐渡市長は、
50年100年先まで続けていきたい
と強調されました。
　引き続きパレードに移り、地元
「第六日暮里小学校鼓笛隊」を先頭に「佐渡を世界遺産にす
る首都圏の会」が時代衣装をまとい佐渡金銀山をPR、続いて
荒川区長・佐渡市長等来賓の皆さまの列が続き、出演団体が
次々と行進し、栗野江の鬼太鼓に続き、最後尾を両津出身者
による「東京湊木遣り愛好会」が「イヨ～イ、イヨ～イ」と発声し、
約800mの商店街を行進しました。
　引き続き、佐渡の芸能「湊木遣
り」「鬼太鼓」「佐渡おけさ流し」「相
川音頭」等が繰り返し披露されま
した。圧巻は「若波会」を中心に地
元荒川区の民謡愛好家を含めた
140人が３列100ｍの列をなして
行進する「佐渡おけさ流し」で、観衆を沸かせていました。見学
者の中には、佐渡出身の方が意外に少なく、今後首都圏でのＰ
Ｒに努め、佐渡出身者が増えれば友好交流都市に相応しい佐
渡一色の祭りに発展していくものと期待されます。

（文責：佐渡を世界遺産にする首都圏の会　石塚豊）

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
16
日
㈪
～
20
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・�

土
地
や
建
物
の
売
買
、贈
与
、相
続
、担
保
権
の
設
定
等
の
手

続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、変
更
等
の
登
記

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・�

多
重
債
務
者
の
調
停
、訴
訟
、自
己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申

し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、保
証
人
、隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・�

家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、離
婚
、内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・�

高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付

遺
贈
・
死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続

き
）

　

そ
の
他
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
51
―
４
０
７
７（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

土
地
・
建
物
の
登
記
無
料
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
16
日
㈪
～
20
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、登
記
の
地
目
は
農
地
と
な
っ
て
い
る

・�

固
定
資
産
税
は
納
め
て
い
る
が
建
物
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
だ

・
増
改
築
し
て
い
る
が
建
物
登
記
を
変
更
し
て
い
な
い
よ
う
だ

・
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
57
―
４
３
６
６（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

パレード行進

佐渡おけさ流し
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 9/15～ 10/15届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 加茂歌代 五十里屋　優莉 20 9.14
　〃 住吉 髙　橋　フ　ジ 96 9.19
　〃 羽吉 坪　井　イ　ト 91 9.21
　〃 梅津 仲　川　キ　ミ 90 9.22
　〃 両津大川 石　田　チ　ヱ 91 9.26
　〃 両津夷 小　池　サワ子 81 9.26
　〃 梅津 磯　野　秀　雄　 73 10.  1
　〃 梅津 須　田　ツタへ 98 10.  5
　〃 両津夷 平　田　髙　義 78 10.  7
　〃 椎泊 江　戸　正　一 92 10.  8
　〃 両尾 毛　原　ハ　ツ 94 10.  8
　〃 原黒 藤　井　　　積 65 10.  9
　〃 住吉 石　川　シヅエ 84 10.11
　〃 真更川 林　　　熊　藏 86 10.13
相　川 相川下戸村 内　田　ト　ミ 97 9.22
　〃 相川下戸村 髙　木　勝　已 75 9.22
　〃 戸地 越　前　八重子 85 9.24
　〃 相川紙屋町 �　田　ミサオ 90 10.  2
　〃 大倉 山　口　よし子 66 10.11
　〃 相川南沢町 松　本　昭　七 83 10.13
佐和田 河原田諏訪町 細　野　章　二 83 9.15
　〃 山田 　　岡　カ　ズ 86 9.17
　〃 沢根 増　田　妙　子 68 9.19
　〃 八幡 前　田　リ　ツ 85 9.20
　〃 河原田本町 久　保　和　夫 78 9.25
　〃 沢根 佐々木　　　清 85 9.28
　〃 山田 滝　　　ナ　ミ 95 10.  9
　〃 八幡新町 本　田　マサ子 86 10.10
　〃 二宮 丸　山　チヨノ 99 10.12
金　井 中興 岩　野　ユキエ 97 9.18
　〃 大和 伊　藤　フジエ 83 9.19
　〃 泉 本　間　　　愛　 88 9.22
　〃 貝塚 天　池　　　勝 72 9.29
新　穂 新穂大野 安　田　喜　作 88 9.14
　〃 新穂大野 渡　部　敏　文 90 9.20
　〃 新穂大野 倉　野　ヒ　ロ 91 9.25
　〃 新穂 後　藤　比佐美 78 9.30
　〃 新穂大野 山　口　　　昇 75 10.  5

新　穂 新穂瓜生屋 末　武　　　榮 68 10.  6
　〃 新穂長畝 三　田　誠　一 88 10.13
　〃 新穂長畝 野　﨑　ミサヲ 98 10.15
畑　野 大久保 笠　井　テ　ル 104 9.28
　〃 畑野 嶋　田　富美男 80 10.  2
　〃 大久保 佐　藤　ト　シ 86 10.  9
　〃 小倉 市　川　静　彦 81 10.10
　〃 畑野 金　子　ハツミ 92 10.13
真　野 豊田 臼　杵　由　治 66 9.18
　〃 真野新町 山　本　政　夫 78 9.22
　〃 吉岡 打　越　　　剛 75 9.27
　〃 四日町 菊　地　洋　一 72 10.  1
　〃 下黒山 臼　杵　利　雄 90 10.  4
　〃 長石 坂　下　八　一 89 10.  6
　〃 長石 菊　池　ハ　ツ 97 10.  7
　〃 国分寺 若　野　和　弘 55 10.  7
　〃 豊田 本　間　一　郎 74 10.10
　〃 豊田 本　間　久　雄 86 10.11
小　木 小木町 清　水　伸　昭 65 9.18
　〃 小木町 鈴　木　キヨヱ 88 9.30
　〃 小木町 大久保　利　彦 88 10.  3
　〃 琴浦 石　塚　清　枝 89 10.  6
　〃 小木町 髙　野　ミサヲ 92 10.  6
　〃 江積 佐　藤　ト　シ 83 10.  8
　〃 小木町 玉　野　正　行 73 10.  8
　〃 小木 風　間　和　夫 89 10.15
羽　茂 羽茂本郷 葛　西　チ　ヱ 87 9.16
　〃 羽茂飯岡 金　子　鈴　子 86 9.16
　〃 羽茂本郷 長　原　ミ　ヤ 94 9.18
　〃 羽茂本郷 中　川　　　保 84 10.  9
　〃 羽茂本郷 吹　上　八重子 90 10.11
　〃 羽茂大橋 三　浦　タ　マ 99 10.12
赤　泊 杉野浦 後　藤　坤　一 90 9.17
　〃 徳和 　　池　　　實 101 9.22
　〃 下川茂 野　田　ヒ　サ 90 9.23
　〃 徳和 石　川　マサヱ 86 9.29
　〃 三川 坂　本　　　　 92 10.  5
　〃 赤泊 山　本　明　子 65 10.  8
　〃 徳和 伊　賀　シ　ズ 91 10.  9

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 両尾 田　端　康　雅 貴之 9.11
　〃 両津福浦三丁目 横　山　大　晴 貴久 9.17
　〃 住吉 仲　川　雄　大 誠 9.22
　〃 両津夷 星　野　紗　和 翔 9.23
　〃 和木 森　本　奈　穂 亮 9.24
　〃 片野尾 神　　　　　紬 智行 9.30
　〃 和木 髙　橋　彩　季 康 9.30
　〃 羽吉 満　尾　澄々香 世志人 10.  1
　〃 春日 秀　方　愛　梨 正浩 10.  4
　〃 加茂歌代 山　本　幸　市 宏一 10.  7
相　川 米郷 浜　本　夕　渚 繕崇 10.10
佐和田 河原田本町 鎌　田　千　尋 恭丞 9.10
　〃 石田 市　川　光　城 俊雄 9.16
　〃 長木 石　見　蒼　汰 直仁 9.16

佐和田 中原 大　瀬　園　子 正晴 9.16
　〃 上矢馳 山　下　曜貴香 大地 9.17
　〃 窪田 本　間　暁　翔 一真 9.28
金　井 金井新保 兒　玉　梨　杏 光弘 9.11
　〃 千種 佐　藤　吉　紀 吉史 9.13
　〃 千種 笠　井　俐　希 弘之 9.15
　〃 中興 熊　木　海　斗 弘陽 9.16
　〃 平清水 今　泉　元　治 孝文 9.26
　〃 千種 佐　藤　結　心 靖昭 10.  8
新　穂 新穂 青　木　隆　真 圭 9.26
畑　野 寺田 相　田　くるみ 大輝 9.26
　〃 畑野 山　城　心　人 龍 9.28
羽　茂 羽茂三瀬 冨　永　蒼　翔 和幸 9.26
赤　泊 徳和 本　田　恵　菜 豊 9.29

（こうが）

（たいせい）

（ゆうた）

（さわ）

（なほ）

（つむぎ）

（あき）

（すずか）

（あいり）

（たかいち）

（ゆうな）

（ちひろ）

（こうき）

（そうた）

（そのこ）

（あきこ）

（あきと）

（りあ）

（よしのり）

（りき）

（かいと）

（げんじ）

（ゆな）

（りゅうま）

（くるみ）

（あいと）

（あおと）

（けいな）



佐渡市身体障がい者体育大会が開催されました
　身体に障がいのある方の社会参加とスポーツを通して親睦を図ることを目的に、９月27日㈰、畑野中学校
体育館を会場に、「平成27年度佐渡市身体障がい者体育大会」が開催されました。
　当日は、10地区から約120人の障がいのある方が参加され、パン食
い競走や標的倒しなどのレクリエーション種目では賑やかに、フライン
グディスクや玉入れなどの地区対抗種目では真剣に競い合い、大会は
大いに盛り上がりました。
　また、新潟県障害者交流センター、一般ボランティアの皆さまからも、
審判や会場設営などにご協力をいただきました。
大会結果
　総合１位：両津チーム、２位：佐和田チーム、３位：羽茂チーム

「第10回全国学校給食甲子園」県代表として表彰
　全国の学校給食で提供されている郷土を代表する料理を競う「第10
回全国学校給食甲子園」（特定非営利活動法人21世紀構想研究会主
催）に、全国2,054施設が応募し、その2次予選で、相川学校給食セン
ターが東日本の26施設の1つに選ばれ、県代表として表彰されました。
なお、昨年は畑野学校給食センターが同様に表彰されています。
　地元食材や郷土食の要素を取り入れ、食育を考えるねらいで実施し
ており、15品目の佐渡産食材を使った献立は、「ごはん、牛乳、いかの
香味揚げ、揚げ大豆とアスパラガスのサラダ、ながも入り飛び魚のすり
み汁、佐渡産いちご」です。このサラダは、季節を感じる旬の地場産物
を使った佐渡市統一メニューとして、5月に市内のすべての学校給食で提供しました。
　地元でとれた食材を食べることで、佐渡を理解し、愛する気持ちを育むよう、今後も学校給食で地場産物を
積極的に取り入れた給食を提供していきます。
お問い合わせ　教育委員会学校教育課　学校給食係　☎2 3－４８９４
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佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 20

写真：相川学校給食センター

佐渡市統一メニュー紹介

とびうおの手作りさつま揚げ
材料（5人分）
　�とびうおすりみ：1袋、�
押し豆腐：100g、�
長ねぎ：25g、�
たけのこ水煮：30g、�
ひじき：大さじ1、�
みそ：小さじ1、�
おろししょうが：小さじ1/2、
酒：小さじ1/2、こしょう：少々、
パン粉：大さじ2.5、�
揚げ油：適宜

作り方
① �ひじきを水で戻す。② �長ねぎ、たけのこ水煮はみじん切りにする。
③ 材料をすべて混ぜ合わせる。④ 1人分ずつ小判型に丸め、揚げる。
※�低温でじっくり揚げると中までしっかり火が通り、きれいなキツネ色に仕上がり
ます。

とびうおについて…
　とびうおは、100メートル以上
も飛ぶことができる魚です。初夏
から夏にかけてよく捕れ、家庭で
は刺身や塩焼き、酢みそをかけ
て食べるほか、すりみは、みそ汁
やすまし汁に入れて食べます。
　とびうおを開いていろりで焼い
た『あごだし』は麺のつゆや煮し
めのだしに使われています。
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市の面積　855.34㎢（平成25年10月1日）　市の海岸線280.7km（平成24年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ �市役所地域振興課（情報政策係） 	
　☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者 ㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

　「市報さど」では、市内の小・中学生、高校生が書いた記事（800字程
度）や、市民の皆さまから写真「私の好きな佐渡の場所」を募集していま
す。記事は電子データで作成し、ご連絡先が必要です。詳しくは、市役所
総合政策課広報広聴係（☎63-3802）へお問い合わせください。

日時／11月23日（月・祝） 午前10時～午後２時
会場／サンテラ佐渡スーパーアリーナ
　市では、平成21年に佐渡市地産地消条例を制定
し、島内の地産地消運動の推進に努めていますが、
その一環として今年度も「佐渡市地産地消フェスタ」
を開催します。
　佐渡産の物販「佐渡まるごとふれあい市」では、
「まるごと鍋」（限定300食）をご用意してお待ちし
ています。また、恒例の佐渡産食材を使った「スイー
ツコンテスト販売会」や「食育クイズコーナー」「新
潟朝ごはんプロジェクト試食投票会」と盛りだくさん
の内容となっています。
　さらに、昨年実施したイベント「10ｍのロールケー
キづくりに挑戦！」を、今年は15ｍを目標に開催しま
す。小学生以上の方ならどなたでも参加でき、先着

40名様を募集しています。
　佐渡市地産地消フェスタへぜひお出でください。地産地消で佐
渡を元氣にしよう！！
お問い合わせ　�市役所産業振興課　地産地消推進係�

☎６３－３７９１

松�本ハウス紹介文　1991年からお笑いコンビ「松本ハウス」として活動。バラエティー番
組に出演し、一躍人気者になるも、1999年に突然活動休止。10年の時を経て、2009
年にコンビ復活。ＮＨＫ Ｅテレ「バリバラ」に準レギュラー出演。
　�「現在は、統合失調症の理解を広めるために講演会を行い、統合失調症と付き合って
きた加賀谷の半生を、笑いを交えてお話しておりますが、自分たちの経験が悩みを持
つ方々のヒントとなり、一つでも笑顔が増えれば嬉しく思います」（松本キックより）

「佐渡市地産地消フェスタ2015」を 
 開催します

11月23日
（月・祝）

　障がい者が自らの自立と社会参加への意欲を高め、地域住民が障が
い者に対する理解と認識を深めることを目的に「あったかフォーラム
2015」を開催します。皆さまのご来場をお待ちしています。

あったか 
フォーラム 

2015

佐渡
地区障がい者週間推進集会

日時／11月29日㈰　午後１時～４時（即売会は午前11時から） 会場　両津文化会館
内容／�○講演「統合失調症がやってきた」　お話し　松本ハウス�

○意見発表・活動紹介�
○市内施設の授産品の即売会

お�問い合わせ�
市役所社会福祉課 障がい福祉係�
☎６３－５１１３　６３－５１２１

松本ハウス

（ハウス加賀谷、松本キック）


